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はじめに
平成31年(2019年)は、8件のストランディングがありました。内、デッドストランディングが6件、ライブストランディングが2件でした。種類別にはスジイルカ、4件、カズハゴンドウ、コマッコウ、オガワコマッコウ、ミンククジラのそれぞれ1件でした。
平成31年（2019年）2月10日、日南市宮浦港にライブストランディングしたカズハゴンドウは、午後4時には志布志湾海の駅イルカランドにひきとられたもののその日の午後7時頃死亡した。
令和元年（2019年）8月7日、宮崎市白浜海水浴場にコマッコウ1頭が、ライブストランディングした。宮崎市役所森林水産課他、宮崎ライフセービングクラブ3名の協力により沖出しに成功した。その後、同地の北、500ｍ波状岩上に再びライブストランディングした。移動させるため触ると暴れること、干潮時で干上がっていること、日没も相まって、その場に放置した。翌朝、現場にいなかった。周辺海岸を探索するも手がかり得られず、その後、何の情報も得られなかった。
デッドストランディングの内、スジイルカは、平成31年（2019年）2月26日、宮崎市佐土原町石崎川左岸に、28日、宮崎市こどもの国浜に連続ストランディングでした。さらに、5月13日、児湯郡高鍋町小丸川河口右岸で、14日、宮崎市白浜海水浴場に2回目の連続ストランディングでした。
この他、オガワコマッコウが令和元年8月9日、一ツ瀬川右岸に高度腐敗で発見されたこと。同年11月24日、宮崎市内海、フェニックス道の駅下、波状岩上に種不明ヒゲクジラが高度腐敗で発見されたことでした。この種不明ヒゲクジラは、現場で処理中に、頭骨の形状からニタリクジラと分かりました。ニタリクジラの骨格は本県にないことから骨格を収集し、全身骨格を標本にしました。
今年、鯨類の情報提供、漂着個体搬送、骨格堀上、標本作成等でお世話になりました国土交通省九州地方整備局宮崎港湾・空港整備事務所、県水産政策課、県総合博物館、県水産試験場、県中部農林振興局、県中部港湾事務所、県油津港湾事務所、宮崎市森林水産課、日南市農林水産課の関係各位に対しお礼申し上げます。今後の活動につきまして更なるご指導、ご鞭撻をお願いします。
　
令和2年（2020年）4月

編集：ＮＰＯ法人宮崎くじら研究会
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Ⅰ　ストランディング個別解説・写真・表
1 　カズハゴンドウ（143）（総括番号）
(1) 発見と通報
平成31年(2019年)2月10日、日南市より西田先生に連絡。ライブストランディングであった。志布志湾海の駅イルカランドに連絡。午後4時頃、イルカランドに収容したが午後7時には死亡した。翌、11日、宮崎大学獣医学科で剖検した。
(2) ライブストランディング参加者
日南市農林水産課、西田　伸（宮崎大学教育学部）濱崎　英治（志布志湾海の駅イルカランド）　　　
(3) 剖検参加者
西田　伸（宮崎大学教育学部）、栗田　壽男（NPO法人宮崎くじら研究会）
教育学部学生3人
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2 　スジイルカ(144）
(1) 発見と通報
平成31年（2019年）2月26日、宮崎市佐土原町石崎川左岸、国土交通省九州地方整備局宮崎港湾・空港整備事務所から県水産試験場に連絡。
(2) 剖検参加者
西田　伸（宮崎大学教育学部）、栗田　寿男（NPO法人宮崎くじら研究会）
平井　卓哉（宮崎大学獣医学科）、学生、研修生。
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3 スジイルカ(145)
(1) 　発見と通報
平成31年2月28日、宮崎市青島こどもの国浜に漂着した。「渚の交番」宮崎ライフセービングクラブ藤田さんから西田先生に連絡。現場で剖検した。
(2) 剖検参加者
西田　伸（宮崎大学教育学部）、栗田　寿男（NPO法人宮崎くじら研究会）
宮崎市森林水産課
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4 スジイルカ（146）
(1) 　発見と通報
令和元年5月13日、高鍋町と県漁村振興課から西田先生に連絡。小丸川右岸にスジイルカが高度腐敗でストランディング。現場に埋設するところがないことから、同町堀之内浜に運搬、埋設した。筋肉のみ採集。
(2) 埋設参加者
高鍋町農業政策課農林畜産係　鈴木　智弘、栗田　寿男（NPO法人宮崎くじら研究会）他
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5 スジイルカ（147）
(1) 　発見と通報
令和元年5月14日、宮崎市白浜海水浴場にスジイルカが漂着している旨、ワイラ会員から西田に連絡があった。西田から栗田に連絡、栗田は現場確認した。新鮮なスジイルカであった。宮崎大学獣医学科に運び、剖検した。
(2) 剖検参加者
平井　卓哉（宮崎大学獣医学科）、獣医学科学生、研修生、西田　伸（宮崎大学教育学部）、栗田　寿男（NPO法人宮崎くじら研究会）

6 コマッコウ（148）
(1) 　発見と通報
令和元年8月7日、宮崎市白浜海水浴場にクジラが漂着しているとの連絡が西田にあった。現場に栗田が確認、その後、宮崎市森林水産課も駆けつけ対応した。宮崎ライフセービングクラブ3名の応援を得、沖出しに成功した。その後、現場から北､500ｍの波状岩上に再びライブストランディングした。日没、触れると暴れることから放置した。翌朝、現場にいなかった。周辺を探索したが発見出来なかった。その後、なんの情報もなかった。
(2) 沖出し参加者　宮崎市森林水産課、宮崎ライフセービングクラブ、宮崎市青島地域センター、宮崎大学教育学部、NPO法人宮崎くじら研究会。



7 オガワコマッコウ（149）
(1) 　発見と通報
令和元年8月9日、ウミガメパトロールで発見、宮崎大学教育学部、宮崎市森林水産課、NPO法人宮崎くじら研究会に連絡。場所は、宮崎市一ツ瀬川右岸浜。高度腐敗。種類はオガワコマッコウ、体長　　、雌雄不明。
(2) 　剖検参加者：宮崎大学教育学部、学生2人、NPO法人宮崎くじら研究会
宮崎市森林水産課。


8 　ミンククジラ（150）
(1) 　発見と通報
令和元年11月24日、宮崎市内海フェニックス道の駅下、波状岩上
体長5.06m、雌雄不明、高度腐敗。

(2) 　剖検・残渣処理参加者：宮崎大学教育学部、NPO法人宮崎くじら研究会、宮崎市森林水産課、宮崎市青島地域センター、宮崎県漁村振興課、宮崎県土木事務所。
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表1　令和元年（2019年）ストランディング表（8件）
	種名
	カズハゴンドウ
(143)
	スジイルカ
(144)
	スジイルカ
（145）
	スジイルカ
（146）

	発見日

	令和元年2月10日
	令和元年2月
26日
	令和元年2月28日
	令和元年5月13日

	発見場所

	日南市宮浦
	宮崎市佐土原町石崎川左岸
	宮崎市青島こどもの国浜
	児湯郡高鍋町小丸川右岸

	緯度、経度

	N：31°40′22″
E：131°27′05″
	N:32°00′34″
E：131°29′33″
	N:31°48′40″
E：131°27′31″
	N:32°07′35″
E：131°31′59″

	状況
	生存
	死亡
	死亡
	死亡

	鮮度

	
	新鮮
	高度腐敗
	高度腐敗

	処理

	イルカランドに収容、3時間後死亡
	宮崎大獣医学科剖検

	現場で剖検
	埋設、筋肉のみ採集

	計測

	有
	有
	無
	無

	骨格標本

	頭骨
	頭骨
	無
	無


	種名
	スジイルカ
(147)
	コマッコウ
（148）
	オガワコマッコウ（149）
	ミンククジラ
（150）

	発見日

	令和元年5月14日
	令和元年8月7日
	令和元年8月9日
	令和元年11月24日

	発見場所

	宮崎市白浜海水浴場
	宮崎市白浜海水浴場
	宮崎市一ツ瀬川右岸
	宮崎市内海フェニックス道の駅下

	緯度、経度

	N:31°47′07″
E：131°29′05″
	N:31°47′07″
E：131°29′05″
	N:32°02′29″
E：131°30′14″
	N:31°45′60″
E：131°28′42″

	状況
	死亡
	生存
	死亡
	死亡

	鮮度

	良
	
	高度腐敗
	高度腐敗

	処理

	宮崎大獣医学科剖検

	沖出し、再座礁、行方不明
	現場で剖検、埋設
	現場で解体、エコプラザ持ち込み

	計測

	有
	無
	無
	無

	骨格標本

	頭骨
	無
	頭骨
	全身骨格標本
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令和元年（2019年）8月9日、宮崎市折生迫白浜海水浴場にコマッコウ（写真）、1頭がライブストランディングした。


宮崎市役所職員と宮崎ライフセービングクラブ3名の


応援でコマッコウの沖出しに成功した。その後、再び


同浜の北500ｍ付近波状岩上にライブストランディングした。触ると暴れること、日没も重なり、その場に放置した。翌朝、コマッコウは現場にいなかった。周辺海岸を探索するも見つからなかった。その後何の情報もなかった。


写真の右後方は青島。
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写真　1　平成31年2月11日、宮崎大学獣医学科に持ち込まれたカズハゴンドウ


　





写真　2　宮崎大学獣医学科に持ち込まれたスジイルカ。
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写真　3　こどもの国浜にストランディングしたスジイルカ。











写真　4　高鍋町小丸川右岸にストランディングしたスジイルカ　上方は小丸川にかかる日豊本線の鉄橋





写真　5　白浜海水浴場にストランディングしたスジイルカ、右上方はサンクマール。
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写真　7　コマッコウ、体長約2.0ｍ、生きている。





写真　6　コマッコウのライブストランディング、思案中。
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写真　8　高度腐敗、筋肉採集、手前は頭部、頭骨は骨格標本にした。
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写真　10　ヒゲクジラの特徴、畦が観察される。





写真　9　波状岩（通称鬼の洗濯岩）にストランディングしたヒゲクジラ、解体時、頭骨の形状からミンククジラと判明した。周辺に埋設場所なし。
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カズハゴンドウ(190210)





〇





ミンククジラ(191124)





図1　　平成31年（2019年）度日向灘にストランディングしたくじら類の漂着位置図





30ｋｍ





�





スジイルカ(190228)


コマッコウ（190807）スジイルカ(190514)








〇





〇








